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この命と匂参った

スペインに導かれた一作
くかわなり・よう〉専門

は現代英文学。英国の文学

誉教授。社会学博士。
◇

初版時、文壇にも一般読

者にもほとんど無視され
た。当時の進歩的な知識人
はスターリニズムの不誤謬
（ごびゅう）性の喧伝者か、
あるいは現実の政治権力の
忠実な代弁者かであった。
オウエルは「ソ連神話の正
体を暴く」ために『動物農
場』（1945年）、さらに全

体主義のおぞましい人間性
破壊を措写した『1984年』

（1949年）を上梓した。

カ
タ
ロ
ニ
ア
讃
歌
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ウ
エ
ル
著
指
摘
謂
軒

ス
ペ
イ
ン
内
戦
1
。
い
ま
だ
熱
く
語

り
継
が
れ
て
い
る
「
未
完
の
現
代
史
」
。

昨
年
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
勃
発
8
0
周
年

だ
っ
た
。
記
念
す
る
多
様
な
催
し
が
、

同
国
、
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ

カ
、
ペ
ル
ー
、
そ
し
て
東
京
で
も
開
か

れ
た
。
こ
れ
ら
は
ど
う
内
戦
を
見
る
か
、

記
録
す
る
か
、
そ
し
て
伝
え
る
か
と
い

っ
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

あ
の
激
動
の
1
9
3
0
年
代
、
独
裁
と

全
体
主
義
に
向
か
っ
て
、
恐
る
べ
き
速

度
で
方
向
転
換
を
始
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
あ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
は
、
嶺
体
と

多
元
的
社
会
を
守
る
最
後
の
砦
と
映
っ

た
か
ら
だ
っ
た
。

3
6
年
、
わ
が
国
で
は
、
真
っ
白
く
雪

化
粧
を
し
た
東
京
を
血
染
め
に
し
た
二

・
二
六
事
件
が
起
こ
っ
た
。
同
年
7
月

1
7
日
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ス
ペ
イ
ン
正
規

軍
の
軍
事
蜂
起
、
翌
1
8
日
の
ス
ペ
イ
ン

本
土
の
5
0
カ
所
の
軍
事
蜂
起
が
勃
発
し

た
。
1
9
日
ま
で
に
政
府
の
首
班
は
3
人

も
交
代
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
軍
部
か
ら

「
羊
の
ご
と
く
従
順
な
」
と
蔑
視
さ
れ

て
い
た
市
井
の
民
衆
が
マ
ド
リ
ー
ド
、

獣
靴
餌
酢
招
鰐
攣
椚
い

は
そ
の
軍
に
屈
服
す
る
よ
り
内
戦
を
選

ん
だ
の
だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
ス
ペ
イ

ン
内
戦
の
「
原
風
景
」
で
あ
っ
た
。

私
は
、
こ
の
『
カ
タ
ロ
ニ
ア
献
腎

に
よ
っ
て
後
の
研
究
に
導
か
れ
た
と
い

っ
て
い
い
。

同
年
1
2
月
2
6
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ウ

エ
ル
は
I
L
P
（
独
立
労
働
党
）
の
機

関
紙
特
派
員
と
し
て
「
記
事
を
書
く
つ

も
り
で
」
ス
ペ
イ
ン
に
入
国
す
る
。
と

こ
ろ
が
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
、
そ
の
革
命
的

雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
、
I
L
P
と
連

帯
し
て
い
る
P
O
U
M
（
マ
ル
ク
ス
主

義
統
一
労
働
者
党
・
反
ス
タ
ー
リ
ン

系
）
の
民
兵
隊
に
入
隊
し
、
バ
ル
セ
ロ

ナ
の
北
西
部
の
ア
ラ
ゴ
ン
地
方
で
、
共

和
国
軍
の
戦
列
で
戦
っ
た
。

オ
ウ
エ
ル
が
前
線
に
い
る
闇
、
共
和

国
陣
営
で
、
「
戦
争
勝
利
」
　
（
共
産
党

系
）
か
「
社
会
革
命
と
戦
争
勝
利
の
同

時
進
行
」
　
（
反
ス
タ
ー
リ
ン
系
）
か
と

い
う
路
線
上
の
深
刻
な
対
立
が
発
生
し

て
い
た
。
彼
が
た
ま
た
ま
休
暇
で
バ
ル

セ
ロ
ナ
に
戻
っ
て
い
た
と
き
、
双
方
が

舌
戦
を
越
え
て
5
月
3
日
に
市
街
戦
、

法
政
大
学
名
誉
教
授
川
成
洋

「
内
戦
の
中
の
内
戦
」
が
勃
発
滑
る
。
彼

も
都
府
な
く
P
O
U
M
側
に
与
す
る
。

わ
ず
か
5
日
間
で
、
双
方
合
わ
せ
て

死
者
5
0
0
人
、
負
傷
者
1
5
0
0
人

を
出
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
彼
は
前

線
に
復
帰
す
る
が
首
に
貫
通
銃
創
を
受

け
、
戦
傷
の
た
め
に
除
隊
申
請
し
よ
う

と
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
定
宿
に
戻
る
。
た
ま

た
ま
I
L
P
の
用
事
で
バ
ル
セ
ロ
ナ
に

来
て
い
た
妻
の
ア
イ
リ
ー
ン
が
ホ
テ
ル

の
ロ
ビ
ー
で
突
然
彼
の
首
に
腕
を
回

し
、
「
今
す
ぐ
こ
こ
か
ら
出
て
い
く
の

よ
！
」
と
耳
元
で
さ
さ
や
く
、
既
に
共

産
党
指
揮
下
の
秘
密
警
察
に
よ
る
P
O

U
M
や
そ
の
同
調
者
で
あ
る
ア
ナ
キ
ス

ト
狩
り
、
い
わ
ゆ
る
ソ
連
式
の
「
赤
色

テ
ロ
」
が
市
内
を
席
巻
し
て
い
た
の
だ

っ
た
。
結
局
、
彼
は
ひ
と
り
で
バ
ル
セ

ロ
ナ
市
内
を
逃
げ
回
り
、
6
月
2
3
日
、

ア
イ
リ
ー
ン
と
2
人
の
I
L
P
党
員
と

一
緒
に
、
や
っ
と
国
境
を
越
え
る
。

オ
ウ
エ
ル
は
、
こ
う
し
た
辛
酸
を
な

め
た
ス
ペ
イ
ン
内
戦
を
「
讃
歌
」
と
い

う
言
葉
に
仮
託
し
て
『
カ
タ
ロ
ニ
ア
讃

歌
』
　
（
3
8
年
）
と
し
て
上
梓
す
る
が
、

本
青
の
禾
部
で
「
不
思
讃
豊
治
芯
、

ス
ペ
イ
ン
で
の
体
験
は
人
間
ら
し
さ
に

対
す
る
僕
の
信
念
を
増
や
し
こ
そ
す

れ
、
減
ら
し
は
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。

テ
ロ
リ
ス
ト
の
処
方

L
r
L
■
－

に
情
報
に
振
り
回
さ
れ
い
噴
療
に

期
待
し
す
ぎ
る
患
者
を
椰
稔
す
る

久
坂
部
羊
著
（
集
英
社
・
1
5
0
0
円
＋
税
）
ま
璃
ほ
埴
偶
漕
‥
…
一

て
海
外
で
働
い
た
後
、
在
宅
訪
問

医
療
に
従
事
し
て
い
る
現
役
の
医

師
。
そ
の
立
場
だ
か
ら
こ
そ
の
医

一

r
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